Reforestation by the taungya system : in the 1920's in Burma by 竹田, 晋也
Titleビルマにおけるタウンヤ式造林法について : 1920年代の熱帯造林技術の一側面
Author(s)竹田, 晋也











Reforestation by the taungya system 










タウンヤ (taungya)とは， どJレマ諮で、丘陵地の焼:均1耕作を意味する oすなわち， taung は丘
陵地位意味し， yaは一時的な耕作を窓味する。タウンヤ式造林法(以下タウンヤ法と記す)と
は， このタウンヤ，すなわち焼蛾と結びついた造林法で， 1 9世紀後半にイギリスの植民地支配
下にあったピルマで開始され，急速にアジア，アフリカなどの熱帯地域に広まっていった。悶法
は熱帯地域で成功を修めたほとんど唯一といってよい人工造林法として一般に評価され，時fI寺l乙






焼畑と結びついた造林は，各地で古くから行なわれてきた。たとえば， ドイツにおいては 12 
"-13t世紀に焼tJ日造林が存在しており， またスイスでは， 1 8 4 0年代末に流行した馬鈴璃腕を
防ぐのに効果のあった森林土壌での馬鈴蒋栽絡が焼却i造林ぞ成立させていたという [3J。








いて検討してみようの まず Troupは， ピルマでチーク造林にタウンヤ訟が初めてが用いられた
のは， 1 8 6 9年としている [5J [6 0 
『ピノレマにおける初1mの盗林は農作物の間作者\~しに行われており，従ってその造林法は通常i班
栽 (regularplantations)と1ヂばれてきた。チーク生践をピルマ山i也氏の闘で広く代われてい
る焼畑耕作 (taunめra)と結び付けるというj奇想は， Brandis博士lζよる O しかし，その実践は，
W.J .Seaton大{肢により Tharrawaddy林はで始められた。 i司氏は 1863年から 18 7 0 
まで同+:;f;誌の資住者であった。タウンヤ法による儲栽は 1869'[1三にTharrawaddyて、小規模
に始められ， 1 8 7 3年以i苦手はほぼ継続して実行された。この造林により同法は大規模チーク造
林の手段として宏指liかつ宥効と判明した。 また悶法は蒜の民(jungle population )の慣に
しており， ピルマ金協て‘伺法は広く行われた。~ [7 
一方 Evans 8 ]は rタウンヤは， 1 8 5 5年CろにどJレマで開始されたJとしている O
ζれら以外にも， 1 8 5 0年代と 1860年代に|誤られるものの，異なる年毎記した報告が散在
しており，開始年についての見解は混乱しているようである。
ただ，タウンヤ法の創始者としてほとんどの報告がBrandis(Dietrich Brandis， 1824 1907) 
の名そ考会げている。そして「タウンヤ法は， インド森|ネ!誌の組織者として名高い Brandisvrlが
1 8 5 6年むろあみだした方式であるJ 9 というがCとく「偉人伝史観jとでもいうべき見
























燃え残り1i;>集めて，二度目の火入れ(ピルマ話口 kyunkwe)をする O 最初の火入れが不良の
場合には， ζの作業が大変になり，ひいては播種. ，徐草等の作業1i;>;怒らせて，大きな失敗につは
がる ζとがある。










































援んでいたが， ほとんどのf母子は観ってだめになっていた。また KatanaDivision 
での試験から， シロアリが外fWJのコ jレク擦の寵いを食い尽くし殻を総出させること
製{生が強調主れたことがある 410 しかし，苗床での発芽過程の詳細な観察から， コルク
箆の緩いがないことはけっして利点ではなく，多分E重大な欠点であることがわかった。
発芽に必要な援部は，水分と熱の組合わせである o 議いがない殻の場合，水分強;はほと










どルマでは. 6フィート x6フィート. 9フィート x4フィート. 1 2フィート x3 
フィー トなど， さまざ"'1な植栽間隔が試みられてきた。これらの主!被j誌は. 1エーカー
当り常lζ一定の縮栽本数 cl2 1 0，本)にすることである。さらに. 9フィー ト x9フィー
ト. 1 2フィート x1 2フィートあるいはそれ以上の広い植栽問摘が，試みられている。
椴裁関摘の原期は，経済性ぞ損なわない範聞でなるべく早く林分を閉鎖させることであ
る。 ζの観点からすれば，経費が抵く抑えられるなら， t密績が最適で、ある o今日では6
フィート x6フィートが一般的であるが，植栽列i乙沿った下河りに便利なように6フィー
トよりも狭い間関(例えば. 6フィート x3フィート. 9フィート x3フィート)が拭
おれている o植栽悶悶と関連して議裂な点は，造林水の成長と際伐である。チーク溜地











































本来ζの方法は. hnaw (Adina cordifolia)が自主主していた幼紛のチーク造林地が成
功したζとに由来する。穂子連搬者によって造林地の縁l乙落とされた路子より発苦手し，









なる。 pyinma(Laugerstroemia Flos-Reginae)も試みられた。 ζれは地表を被い，
雑草ぞ除去するという点では， {患の2関ほどすぐれていないが，十分機能しかっfiU1陰性




































ていないこげすきの小さな実生部毎月れ、ることである c 最適の大きさは， 1， 2， 3対日











































1 )レピ…， 75%から 90%の場合には 100本に対して 12アナ， 50%から 75%
の場合には 10 0本に対して8アナ， 50%以下の場合には支払わないという具合いで










































































































1 9 1 7年続おチークの造林fi桜は 71， 731エーカー (Acaα，'aCatechu との路樹林 6，




































































支柱を立て，林水郁子守点綴し• tmit校j様 (accessolγspecies) ぞ部(~揺する。
























( 1 )タウンヤ法 ルピ…・アナ・パイサ
l1H'1 
チー クと術:ffi樹綴の様子代


































紛1004>: ;~り 1 ルビー





































@ 1 00本当り 12ルピー9 6 82j三
( 1I )タウンヤ法{伎下'P'%80%)
。。3 































注)}レピ…口rup日日，アナ口anna，パイサ口paise，1 rupee= 16 anna口100pais巴
。。40 6勾:)支;jミまでの総統合計
120 
伐採が可能な林業への大きな一歩である。 j [1 J 
ζのようにピルマにおいてタウンヤ法は， 1 9 0 6年から 19 1 8年の休止期間の後に降B号さ
れたのである。
タウンヤ法は， 1 8 8 7年に南アフリカ， 1 8 9 0年には， ChittagongとBengalで用いられ
るようになるが、そこで、もピルマと向It寺tUlの休止期簡があり、 Chittagongでは1912伴、Bengal
では 19 0 8年以降ほぽ休止される o
1 920年代に入るとインド各地で再開されるようになり， 1 9 2 0年には Kerala で，
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?
1 )この年代に関して King [l 0 ]は， [llJ leiJlf13して 1806年としているが. これは 185
6年の絞りと!忍われる。 なぜたEらBrandisは， 1 8 5 6年にペグーの森林や;として赴任している
からである。
2 )来iIik 1 Jでは， (也のill必なj銭林樹穏については後にi島記されている。
3 )たとえば，現在タイのスタンプ}請を作~ Bï~1Hでは，早 iヨ iζ粥f]]jし， さらに郊磁後，思い色やした林!末
ることで，滋子が ~.JUlの矧lζ十分加熱されるように工夫している。
4) 1921年の BurmaFor日stBuJJetin NO.l ，ζ紀絞おれている。
5 )当時はmu滋法が…般的であり， ζ乙で Blan[ordも， スタンブiJi伺の3':iuirl'1導入に関してはお定的で
あるoしかし実際には、 19 4 0 年までにi段撚訟は、スタンヅ出法に5í:;~'::1ζ取って変わられる。 Troup
も， 19211'1"-の報傍 7 ではどルマのタウンヤ法で版予は磁j訴されるとしているが， 1 9 4 0 "1:
の報告 5 ではスタンヅ前植え付け法に溜き変わったと記している。
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Resume 
The taungya system has b配nreco郎防凶 asa typical agroforestry system in al the 
tr・opical日以onsof the world. 1n this syst日m.a stand of woody and agricul tural species 
are combined during the early stages of establishment of a plantation. Participating in 
the system， farmers can get wages and additional income f1・omagricultural crops. 
It is said that the taungya system started in Burma in the middle of the 19th century 
and after that the system spread to other tropical regions of the world. But. the details 
of the original taungya system in Burma have been scarcely described. 
1t this paper， referring to one r記portlost in oblivion 0. e. Blanford， H. R.:Regeneration 
with the assistan田 oftaungya in Burma. lndian Forest R巴cords.11. part m. 1925) the 
outline of the original taungya system is examined. 
